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※事務局追記
○資料１別添２では、上表の該当ページのうち遮水工（遮水シート等）に関する部分（赤枠）の変更
ページのみを抜粋。（各ページの変更箇所は申請者が橙色で明示）
○変更内容は、10月８日の第2回会議で示された変更概要（下図参照）のとおり。

  廃棄物層 ＜ 変更 ＞   廃棄物層

  保護土  t＝50cm ☞☞   保護土  t＝50cm

  保護マット   保護マット
■上部遮水シート ■上部遮水シート

  保護マット   保護マット
■下部遮水シート

  保護マット
  保護マット
■下部遮水シート 順序入替
  保護マット

■＝遮水機能あり

■ベントナイト混合土 t＝50cm

■ベントナイト混合土 t＝50cm

  基礎地盤   基礎地盤

※



05（02） 遮水工（遮水シート等）

提示資料の要点

埋立地からの浸出水による公共用水域及び地下水の汚染を防止するため、埋立地内に遮水

工を敷設する。

設計基準、関連基準

基準省令 第 2 条第 1 項第 4 号（第１条第１項第 5 号イ）

県指針 4-3-2 遮水工

全都清要領 5 章 遮水工（pp.237-312）

その他 ・「廃棄物最終処分場技術システムハンドブック 平成 11 年 2 月」

（最終処分場技術システム研究会）

・「廃棄物最終処分場整備の計画・設計要領 平成 13 年 11 月」

（社団法人全国都市清掃会議）

・「廃棄物最終処分場新技術ハンドブック 平成 18 年 12 月」

（NPO 最終処分場技術システム研究協会）

・「廃棄物最終処分場遮水システムハンドブック 平成 20 年 1 月」

（NPO 最終処分場技術システム研究協会）

概要・ポイント

○埋立部には、表面遮水工を敷設する。

○底面部は、三重の遮水材（遮水シート＋遮水シート＋ベントナイト混合土）を敷設し、

埋立地内法面部及び法面用土えん堤には、二重の遮水材（遮水シート＋遮水シート）を

敷設する。また、各層の表面及び間には、遮光マット、保護マット等を敷設し、それら

一体構造で適正かつ耐久性のある遮水工構造とする。

○最下段法面部及び貯留構造物部には、自己修復性能を持つジオシンセティッククレイラ

イナー（ベントナイトマット）を敷設する。

○第Ⅰ期区画ののり面用土えん堤には、区画の外への浸出水の浸出防止及び集水機能を向

上させるため、二重の遮水シートを敷設する。

○用いる遮水シートは、十分な性能・耐久性を有するメタロセン系 LLDPE 素材とする。

○遮水工の下部は、角礫・岩片・突起物など遮水シート損傷の要因を排除し、不陸整正・

締固めを十分に行い、平滑に仕上げる。

○遮水工の設置後、埋立作業が実施されるまでの期間が長期にわたるような場合は、遮水

工の劣化、埋立地への雨水流入量の増加が生じるおそれがあるため、期別埋立計画（第

Ⅰ期埋立中に第Ⅱ期埋立区を別に造成）とすることで、埋立地を区画分けして段階的に

施工する。

○埋立地底面部及び最下段法面部（小段一段目まで)の上部遮水シート破損時に対する対処

として電気的漏えい検知システムを導入する。（詳細は 05（03）章で説明）
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(3)基本構造

1)底面部の遮水構造

○底面部の遮水の基本構造は、三重の遮水材からなる。 

○基礎地盤側から、ベントナイト混合土（厚=50cm）＋保護マット＋遮水シート

＋保護マット＋遮水シート＋保護マット＋保護土（厚=50cm）で遮水工が構成

される。 

○上部遮水シートの下部の保護マットは、電気的漏えい検知システムを設置す

るため、導電性不織布としている。 

2)法面部の遮水構造（最下段法面部）

○埋立部底部に浸出水が一時的に停滞する場合があったとしても、高い遮水性

が確保できるよう最下段法面部に対しては、二重の遮水材に加え、破損時に

自己修復機能を有するジオシンセティッククレイライナーを保護マットとし

て敷設する。 

○基礎地盤側から、保護マット＋遮水シート＋保護マット（ジオシンセティッ

ククレイライナー（＝ベントナイトマット）＋導電性不織布）＋遮水シート＋

遮光性マットで遮水工が構成される。 

○埋立の進捗に併せて、保護土等で遮光性マット上面を覆った上で、廃棄物を

埋め立てていく。 

○上部遮水シートの下部の保護マットは、電気的漏えい検知システムを設置す

るため、導電性不織布としている。 
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5)場内道路部の遮水構造 

○場内道路(1)の遮水工は、舗装コンクリートの底面に敷設する。

〇場内道路(2,3,4)の法面部の遮水工は、2)法面部の遮水構造（最下段法面部）と

同様の構造である。
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2)二重遮水シート間の保護材の材質選定 

⇒「反毛フェルト（厚さ 10 ㎜ 基布入り）」を採用する。 

（理由）二重遮水シート間の保護材は、埋立物搬入車輌や埋立重機の走行による衝撃、

その他何らかの負荷により、二重遮水シート双方が同時に破損することを防止する

ことが目的である。また、不織布の貫入抵抗は、不織布の目付量に比例することよ

り、材料の厚み及び目付量が大きい材料が求められる。これらより、厚みがあり目

付量が大きくクッション性の高い当該材料を採用する。 

3)上部遮水シートと保護土の間の保護材の材質選定 

⇒「反毛フェルト（厚さ 10 ㎜ 基布入り）」を採用する。 

（理由）埋立地底面部の上部遮水シートと保護土間の保護材は、埋立廃棄物に含まれる

鋭利なもの、埋立作業や埋立重機の走行による衝撃等により遮水シートが破損する

ことを防止するのが目的である。このため、物性強度に加えて、クッション性が重

要になる。これらより、2)と同じく当該材料を採用する。 

4)下部遮水シートとベントナイト混合土の間の保護材の材質選定 

⇒「反毛フェルト（基布なし）」を採用する。 

（理由）ベントナイト混合土に接する保護材は、ベントナイト混合土の不陸整正不足に

よる凹凸などにより下部遮水シートが損傷を受けることを防止するのが目的であ

る。このため、他の保護材と同様の抵抗力が求められる。これらより当該材料を採

用する。 

※1)～4)に関して、不織布の基布入りと基布なしの適用は、次のとおりである。 

・基布入り：埋立物等の耐衝撃に優れるため、下層部以外に適用。 

・基布なし：地盤への追従性に優れるため、下層部に適用。 
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(9)遮水工施工時の留意点

遮水工の施工時には次の点に留意する。

1)遮水シート

・遮水シートの接続方法は、熱溶着法を基本とする。（シート同士の溶着によってシート

接合部の性能は維持される）

・遮水シートの接合部は、全数全長に対し検査（検査棒挿入検査、加圧検査、負圧検査

など）を実施する。

・施工は、遮水シートの伸びが少ない気温の低い間の施工に努める。

2)遮光マット、保護マット

・重ね代は 10㎝を目安に敷設する。

・風等で巻き上がらないよう、マット同士をきちんと結合接着する。

・極端なしわがないことを確認する。

3)ベントナイト混合土

・基礎地盤は不陸整正・締固めを十分に行い、平滑に仕上げる。なお、不陸が解消され

ない場合は、基礎地盤の上に真砂土を敷設する等の処置を検討する。

・基礎地盤がベントナイト混合土敷設に支障のない含水状況であることを確認した上で、

ベントナイト混合土を施工する。

4)有資格者の配置

日本遮水工協会の「遮水工資格制度」に基づき、施工時には、この制度に基づく有資

格者を現場配置し、遮水施工全体における材料管理、施工管理、工程管理、安全管理等

一連の管理が出来る仕組みを構築する。

3．基礎地盤等

1) 勾配 50％（1：2.0）以上の法面について

埋立地内の法面で敷設する表面遮水工の構造は、県指針等では「埋立地の法面勾配は、

遮水工の施工性、滑り、盛土の安定性の観点から 50％未満を原則とすること」とある。

当処分場の事業計画地は、隣接する一般廃棄物最終処分場、一般県道尾高淀江線に挟

まれ、敷地境界条件を含め地形の制約が厳しい場所である等の理由及び以下に示す施工

性等の観点整理から、遮水工計画平面図に示すとおり、埋立部法面の多くを勾配 1：1.5

としている。
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① 施工性の観点

・遮水工の割付計画や接合等を考慮すれば、埋立地内の法面勾配を統一することが望

ましい。

・他事例の施工実例を踏まえれば、施工は十分可能と考える。

② 滑りの観点

・遮水工の自重、重機等の応力を考慮し、後述するシート固定工を各小段に設ける。

・法面に対しては、不陸整正を行うとともに、面状排水材による適切な排水を促す方

策を行い、遮水工の滑りに対し、十分な安全性の確保を図る。

③ 盛土の安定性

・05（01）章で説明する盛土の安定計算により、十分な安全性の確保を図る。

2) 基礎地盤等の造成時の留意点

・遮水シートの下部は、角礫・岩片・突起物など遮水シート損傷の要因を排除し、不陸

整正・締固めを十分に行い、平滑に仕上げる。

・埋立部の一部には竹林が存在する。造成する際は、それらを伐根する必要があるが、

竹の根が残存しないよう（伸長して遮水工を破損しないように）に、念入りに施工

し、確認する。

・法面部については、盛土の安定性を図るため、面状排水材による適切に排水を促す方

策や改良盛土による腹付け盛土を行う。なお、建設時の状況によっては、必要に応じ

てモルタル吹付による改良を実施する。
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第Ⅰ期／遮水構造一般図(1/2)

S=1:50

シート固定工(小段部)構造図
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(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

Ⅰ期施工範囲
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遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm
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底面・法面遮水工詳細図
S=1:100

(保護土) t=500

(ベントナイト混合土) t=500

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

(小段雨水排除口)

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ200

(無孔管)

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護土 t=50cm
保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

ベントナイト混合土 t=50cm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm
遮光マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm
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淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場
鳥取県環境管理事業センター

図面番号図示

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅰ期／遮水構造一般図(1/2)

180

保護マット:導電性不織布t=10mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

ふとん籠:幅1.2m*高さ0.5m(Ⅱ期遮水工施工時には撤去)

ベントナイトマット

ベントナイトマット

520 980 500

2000
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シート固定工
(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

     に合わせて閉塞する。
※雨水排水溝は埋立の進捗

520 980 500
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遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

（EL=31.0m以上の法面部、小段部）

EL=31.00m

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

1:
1.
5

1:
1.
5

（EL=31.0m以下の小段を含む法面：最下段法面部）

（EL=31.0m小段より上の法面部、小段部）

Ⅱ期施工範囲
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第Ⅰ期／遮水構造一般図(2/2)

シート固定工(天端)構造図
S=1:50

シート固定工

(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

500

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm
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シート固定工(法面施工端部)構造図

シート固定工
(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

500

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm
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淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場
鳥取県環境管理事業センター

図面番号図示

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅰ期／遮水構造一般図(2/2)
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EL=31.0～27.0m

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

1:1.5

1:1.5

1:1.5 520980500

2000

1:1.5

EL=31.00m

シート固定工
(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

10004000

1
5
0

舗装コンクリート t=150mm
溶接金網Φ5.0×100×100

1
5
0

場内道路(1)

3
0
0

粒度調整砕石 M-40 t=150mm

S=1:100

EL=38.0～31.0m

1:2.0

1:2.0

5
0
0

5
00 (保護土) t=500

(ベントナイト混合土) t=500

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護土 t=50cm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

ベントナイト混合土 t=50cm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

(良質土盛土)

3550

1
5
0

300 3700

（EL=31.0m小段より上の法面部、小段部）

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm
遮光マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

ベントナイトマット

（EL=31.0m以下の小段を含む法面：最下段法面部）
6
0
0

Gr-C-2B
ガードレール(二次製品：置型連続基礎)

4
5
0

630

張りｺﾝｸﾘｰﾄ　t=10cm
σck=18N/mm2

再生クラッシャーラン t=100mm
RC-40

6
0
0

4
5
0

630

張りｺﾝｸﾘｰﾄ　t=10cm
σck=18N/mm2

再生クラッシャーラン t=100mm

Gr-C-2B
ガードレール(二次製品：置型連続基礎)

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm
遮光マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

ベントナイトマット
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10004000

1
5
0

舗装コンクリート t=150mm
溶接金網Φ5.0×100×100

1
5
0

場内道路(1)

1:2.0

3
0
0

粒度調整砕石 M-40 t=150mm

第Ⅱ期／遮水構造一般図(1/2)

1:2.0

S=1:100

730

6
0
0

550

シート固定工(天端)構造図
S=1:50

シート固定工

(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

500

1:1
.5(

1:2
.0)

520 980 500

2000

1:1
.5(

1:2
.0)

2
0
0

6
0
0 8
0
0

シート固定工
(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

500

83
5

5
0
0

5
0
0

底面・法面遮水工詳細図
S=1:100

(保護土) t=500

(ベントナイト混合土) t=500

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ200

(無孔管)

保護土 t=50cm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

ベントナイト混合土 t=50cm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm
遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

200 200

遮光性マット:短繊維不織布

反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm
淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場
鳥取県環境管理事業センター

図面番号図示

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅱ期／遮水構造一般図(1/2)

348

S=1:50

シート固定工(小段部)構造図
(小段雨水排除口)

520 980 500

2000

シート固定工
(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

EL=31.00m

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

（EL=31.0m以上の法面部、小段部）
遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

     に合わせて閉塞する。
※雨水排水溝は埋立の進捗

1:1
.5(

1:2
.0)

1:1
.5(

1:2
.0)

1:1
.5(

1:2
.0)

（EL=31.0m小段より上部の法面）

EL=38.0～31.0m

S=1:100

（EL=31.0m小段より上の法面部、小段部）

遮光性マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

ベントナイトマット

（EL=31.0m以下の小段を含む法面：最下段法面部）

Gr-C-2B
ガードレール(二次製品：置型連続基礎)

6
0
0

630

盛土4
5
0

再生クラッシャラン　t=100㎝
張りｺﾝｸﾘｰﾄ　t=10㎝ σck=18N/mm2

第Ⅰ期遮水工
第Ⅱ期遮水工第Ⅱ期遮水工
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第Ⅱ期／遮水構造一般図(2/2)

1000

2
0
0

4000
1
5
0

舗装コンクリート t=150mm
溶接金網Φ5.0×100×100

1
5
0

場内道路(2,3)

Gr-C-2B

3
0
0

粒度調整砕石 M-40 t=150mm

再生クラッシャラン　t=100㎝

1000

S=1:100

淀江産業廃棄物管理型最終処分場整備事業

産業廃棄物管理型最終処分場
鳥取県環境管理事業センター

図面番号図示

公益財団法人 鳥取県環境管理事業センター事業主体

縮　　尺

図 面 名

業 務 名

事 業 名

第Ⅱ期／遮水構造一般図(2/2)

349

6
0
0

500

EL=31.0～27.0m

1:2.5

EL=31.00m

5
0
0

5
00 (保護土) t=500

(ベントナイト混合土) t=500

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護土 t=50cm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

ベントナイト混合土 t=50cm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

(良質土盛土)

3250

1:2.5

1
5
0

300 3700

1:2
.0

3000

1000 1000
5
0
0

3
0
0 5
0
0

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm
遮光マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

ベントナイトマット

（EL=31.0m以下の小段を含む法面：最下段法面部）

Ⅰ期施工

よって、固定工手前の1m幅の既設シートに接続する。
Ⅰ期で貯留提天端の遮水工、固定工は施工済。

Ⅱ期施工

貯留構造物詳細図
S=1:100

4
5
0

ガードレール(二次製品：置型連続基礎)

張りｺﾝｸﾘｰﾄ　t=10㎝ σck=18N/mm2

3000

1000 1000 1000

700

5
0
0

保護土 t=500

貯留構造物

1:2
.5 1:2.0

5
22

5
0
0

シート固定工

(現場打ｺﾝｸﾘｰﾄσck=18N/mm2)

Ⅰ期施工範囲

1.0％ 5
0
0

▽31.00

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm
遮光マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布入り)t=10mm

遮水シート:LLDPE(ﾒﾀﾛｾﾝ系ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ)t=1.5mm

保護マット:導電性不織布t=10mm

保護マット:短繊維不織布反毛ﾌｪﾙﾄ(基布なし)t=10mm

ふとん籠:幅1.2m*高さ0.5m(Ⅱ期遮水工施工時には撤去)

ベントナイトマット

Ⅱ期施工範囲

5
0
0

保護土 t=500

1.0％
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